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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル放送を受信可能なデジタル放送受信手段と、
　デジタル放送信号から時間情報を抽出する時間情報抽出手段と、
　タイマと、
　予約情報を保持する予約情報保持手段と、
　前記時間情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設定するタイマ設定手段とを備え、交
流電源によって給電されるデジタル放送受信装置であって、
　該デジタル放送受信装置が交流電源に接続されると、
　前記デジタル放送受信手段が、前記予約情報保持手段が保持している予約情報において
予約されているデジタル放送のチャンネルを選局し、
　前記時間情報抽出手段が、前記選局されたチャンネルの放送信号から時間情報を抽出し
、
　前記タイマ設定手段が、前記抽出された時間情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設
定することを特徴とするデジタル放送受信機。
【請求項２】
　直前に選択されたデジタル放送のチャンネルの選局チャンネル情報を記憶するチャンネ
ル記憶手段をさらに備え、
　前記予約情報保持手段が保持している予約情報においてデジタル放送のチャンネルが予
約されていない場合、
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　該デジタル放送受信装置が交流電源に接続されると、
　前記デジタル放送受信手段が、前記チャンネル記憶手段が記憶する選局チャンネル情報
が示すチャンネルを選局し、
　前記時間情報抽出手段が、前記選局されたチャンネルの放送信号から時間情報を抽出し
、
　前記タイマ設定手段が、前記抽出された時間情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設
定することを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。
【請求項３】
　前記デジタル放送受信手段は、複数の種類のデジタル放送を受信可能であり、
　前記時間情報抽出手段が、前記選局されたチャンネルの放送信号から時間情報を抽出で
きなかった場合、
　前記デジタル放送受信手段が、前記選択されたチャンネルのデジタル放送とは別のデジ
タル放送の他のチャンネルを選択し、
　前記時間情報抽出手段が、前記選局された他のチャンネルの放送信号から時間情報を抽
出し、
　前記タイマ設定手段が、前記抽出された時間情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設
定することを特徴とする請求項１または２に記載のデジタル放送受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送受信機に関し、より特には、デジタル放送受信機における時間
設定に関する。
【背景技術】
【０００２】
　録画予約や視聴予約等の予約機能を有するテレビジョン受像機や、テレビジョン放送を
録画するビデオテープレコーダ、ＤＶＤレコーダ、ハードディスクレコーダ等の録画装置
等の放送受信機は、内蔵されたタイマから供給される現在時刻情報に従って予約機能を実
行する。
【０００３】
　タイマは、デジタル放送受信機の電源から電力を供給されて動作しているため、デジタ
ル放送受信機の移動時やアクシデント等のためにデジタル放送受信機の電源ケーブルがコ
ンセントから抜けたり、停電があったりして電力の供給が止まると、タイマの動作は停止
してしまい、現在時刻は保持されなくなってしまう。
【０００４】
　地上デジタル放送やＢＳデジタル放送等のデジタル放送を受信可能なデジタル放送受信
機では、デジタル放送信号のトランスポートストリームのＴＯＴ（Time Offset Table）
セクションに現在時刻を示す時間情報が含まれているため、デジタル放送を受信すれば、
この時間情報を用いてタイマを現在時刻に時間合わせすることができる。デジタル放送受
信機の電源ケーブルをコンセントに挿すと、起動処理が行われ、デジタル放送の所定のチ
ャンネルを選局して、放送信号に含まれる時間情報を取得し、タイマを現在時刻に設定す
る処理が行われる。
【０００５】
　特許文献１には、電力の供給がなくなる場合、電源供給停止時の時刻を記憶すると共に
内部時計によって計時し、電源供給時に、電源供給停止直前の時刻情報と内部時計からの
電源停止時間とを加算して現在時刻を算出する技術が開示されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２５２８１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　上記起動処理時において、選局されたチャンネルのデジタル放送用のアンテナがデジタ
ル放送受信機に接続されていない場合、このチャンネルの放送を受信できず、時間情報を
取得できないため、タイマを現在時刻に設定することができなかった。
【０００８】
　タイマの時間合わせができないと、録画予約や視聴予約等の予約機能を実行することが
できず、ユーザが番組を見逃すおそれがある。
【０００９】
　内部時計を用いて現在時刻を算出する方法では、内部時計の精度があまり高くないとい
う問題や、内部時計の電源が消耗してしまうという問題がある。
【００１０】
　上述したことを鑑み、本発明は、デジタル放送信号に含まれる時間情報を確実に取得し
、タイマを現在時刻に設定することができるデジタル放送受信装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のデジタル放送受信装置は、デジタル放送を受信可能なデジタル放送受信手段と
、デジタル放送信号から時間情報を抽出する時間情報抽出手段と、タイマと、予約情報を
保持する予約情報保持手段と、前記時間情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設定する
タイマ設定手段とを備え、交流電源によって給電されるデジタル放送受信装置であって、
該デジタル放送受信装置が交流電源に接続されると、前記デジタル放送受信手段が、前記
予約情報保持手段が保持している予約情報において予約されているデジタル放送のチャン
ネルを選局し、前記時間情報抽出手段が、前記選局されたチャンネルの放送信号から時間
情報を抽出し、前記タイマ設定手段が、前記抽出された時間情報に基づいて前記タイマを
現在時刻に設定することを特徴とする。デジタル放送のチャンネルが予約されている場合
、そのデジタル放送は受信可能である可能性が高いため、時間情報を得る可能性が高くな
る。
【００１２】
　本発明のデジタル放送受信装置は、直前に選択されたデジタル放送のチャンネルの選局
チャンネル情報を記憶するチャンネル記憶手段をさらに備え、前記予約情報保持手段が保
持している予約情報においてデジタル放送のチャンネルが予約されていない場合、該デジ
タル放送受信装置が交流電源に接続されると、前記デジタル放送受信手段が、前記チャン
ネル記憶手段が記憶する選局チャンネル情報が示すチャンネルを選局し、前記時間情報抽
出手段が、前記選局されたチャンネルの放送信号から時間情報を抽出し、前記タイマ設定
手段が、前記抽出された時間情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設定することを特徴
としてもよい。以前に選局されたチャンネルのデジタル放送は受信可能である可能性が高
いため、時間情報を得る可能性が高くなる。
【００１３】
　前記デジタル放送受信手段が複数の種類のデジタル放送を受信可能な場合、前記時間情
報抽出手段が、前記選局されたチャンネルの放送信号から時間情報を抽出できなかった場
合、前記デジタル放送受信手段が、前記選択されたチャンネルのデジタル放送とは別のデ
ジタル放送の他のチャンネルを選択し、前記時間情報抽出手段が、前記選局された他のチ
ャンネルの放送信号から時間情報を抽出し、前記タイマ設定手段が、前記抽出された時間
情報に基づいて前記タイマを現在時刻に設定するようにしてもよい。このようにすれば、
いずれかのデジタル放送が受信可能な場合、時間情報をより確実に得ることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、デジタル放送信号に含まれる時間情報を従来より確実に取得し、タイ
マを現在時刻に設定することができるデジタル放送受信装置が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
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　図１は、本発明の放送受信装置の構成の一例を示すブロック図である。本例では、放送
受信装置はテレビジョン受像機であり、地上デジタル放送と、ＢＳ／ＣＳ放送の２種類の
デジタル放送と、地上アナログ放送を受信可能であるとする。本放送受信装置は、チュー
ナ部２と、デマルチプレクサ４と、映像・音声デコード部６と、ＥＰＧ構成部８と、画面
合成部１０と、表示部１２、音声出力部１４と、タイマ１６と、リモコン受光部１８と、
制御部２０と、メモリ２２と、番組記憶部２４とを備える。
【００１６】
　チューナ部２は、衛星アンテナや地上波アンテナにより受信された複数の放送波から任
意の放送波を選択し、デマルチプレクサ４に供給する。デマルチプレクサ４は、この選択
された放送波に含まれる複数のチャンネルからデマルチプレクス処理によって任意のチャ
ンネルのデジタル信号を選択し、映像・音声デコード部６に供給し、番組情報をＥＰＧ構
成部８に供給する。デマルチプレクサ４では、デジタル放送信号のトランスポートストリ
ームに含まれるＴＯＴセクションも抽出され、ＴＯＴセクションに含まれる現在時刻情報
が、後述する本発明の特徴となるタイマ１６の現在時刻への設定に使用される。映像・音
声デコード部６は、選択されたチャンネルのデジタル信号をデコードすることによって映
像・音声信号を得て、映像信号を画面合成部１０に供給し、音声信号を音声出力部１４に
供給する。ＥＰＧ構成部８は、番組情報を元にＥＰＧ画面を構成し、画面合成部１０に供
給する。画面合成部１０は、番組の映像信号やＥＰＧ画面、予約画面等を合成し、表示部
１２に供給する。表示部１２は液晶ディスプレイ等であり、番組の映像や各種制御画面等
を表示する。音声出力部１４は、増幅器やスピーカ等から成り、番組の音声や警告音等を
出力する。タイマ１６は、視聴予約や録画予約の実行に必要な時間情報を提供する。メモ
リ２２には、番組情報や予約情報が格納される。メモリ２２はフラッシュメモリ等の不揮
発性メモリであり、デジタル放送受信機に電力が供給されていなくてもメモリ２２に格納
された情報は失われない。録画予約された番組は、番組記憶部２４に記憶される。番組記
憶部２４は、放送受信装置内に内蔵されるハードディスクドライブ等の記録装置であって
もよく、放送受信装置に接続可能なビデオテープレコーダやハードディスクドライブ等の
外部の記録装置であってもよい。これらの各部は、制御部２０によって制御される。制御
部２０は、リモコン受光部１８を経てリモコン装置（図示せず）からの制御を受け、チャ
ンネルの選択や、視聴予約・録画予約等のユーザ操作を受け付ける。本発明の特徴である
タイマ１６の現在時刻への設定も、この制御部２０において行われる。
【００１７】
　図２は、図１に示す本発明のデジタル放送受信機における起動処理を説明する概念図で
ある。図２（ａ）の状態は、デジタル放送受信機の電源ケーブルはコンセントに挿し込ま
れていない状態である。この状態をＡＣ電源オフ状態と呼ぶ。ＡＣ電源オフ状態において
、デジタル放送受信機のタイマは動作を停止しており、現在時刻の情報は失われている。
【００１８】
　図２（ｂ）の状態は、デジタル放送受信機の電源ケーブルがコンセントに挿し込まれた
直後の状態である。この状態をＡＣ電源オンによる起動状態と呼ぶ。この状態では自動的
に起動処理が行われ、デジタル放送信号に含まれる時間情報に基づいて、タイマが現在時
刻に設定される。
【００１９】
　図２（ｃ）の状態は、図２（ｂ）の起動処理後のスタンバイ状態である。電源ケーブル
はコンセントに挿し込まれ、ＡＣ電源はオンの状態だが、デジタル放送受信機の電源スイ
ッチはオフになっている状態である。デジタル放送受信機の大部分は動作していないが、
タイマには電力が供給され、現在時刻は保持されており、予約の実行も可能である。
【００２０】
　図２（ｄ）の状態は、デジタル放送受信機の電源スイッチがオンになり、テレビジョン
放送等を視聴可能になった状態である。図２（ｃ）のスタンバイ状態から視聴予約の実行
によってこの状態になる場合もある。
【００２１】
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　図３は、図１に示す本発明のデジタル放送受信機の起動処理におけるタイマの現在時刻
設定の手順を説明するフローチャートである。ＡＣ電源ＯＮによって起動処理を開始する
。ステップｓ１０１で、デジタル放送の予約があるかどうかを判定する。図４は、メモリ
２２が保持する予約管理テーブルの一例を示す表である。制御部２０は、この予約管理テ
ーブルを参照し、デジタル放送の予約があるかどうかを判定する。各予約の情報は、予約
の開始時刻及び終了時刻と、録画予約又は視聴予約を示す予約種類と、予約チャンネルと
を含む。図４に示す例の場合、２の地上デジタル放送と、３のＣＳ放送がデジタル放送で
ある。デジタル放送の予約がある場合はステップｓ１０２に進み、ない場合はステップｓ
１０３に進む。
【００２２】
　ステップｓ１０２では、制御部２０は、もっとも新たに予約されたデジタル放送の選局
チャンネル情報を取得する。予約があるデジタル放送のチャンネルを選ぶ理由は、デジタ
ル放送受信機がそのデジタル放送のアンテナに接続されている可能性が高く、放送信号を
受信できる可能性が高いと思われるからである。アナログ放送信号にはＴＯＴセクション
のような現在時刻を示す時間情報が含まれないため、アナログ放送の予約は考慮しない。
【００２３】
　ステップｓ１０３では、制御部２０は、デジタル放送受信機が直前に選局したデジタル
放送の選局チャンネル情報を取得する。図５は、図１のメモリ２２が保持する選局チャン
ネル情報管理テーブルの一例を示す表である。図５の例では、直前に選局したのは、地上
デジタル放送の０１１チャンネルである。直前に選局したデジタル放送のチャンネルを選
ぶ理由は、デジタル放送受信機がそのデジタル放送のアンテナに接続されている可能性が
高く、放送信号を受信できる可能性が高いと思われるからである。
【００２４】
　ステップｓ１０４で、選局を行う。制御部２０は、ステップｓ１０３又はステップｓ１
０４（又は後述するステップｓ１０８）で取得した選局チャンネル情報が示すチャンネル
をチューナ部２に選局させる。ステップｓ１０５で、このチャンネルの選局が成功したか
どうかを判定し、選局が成功すればステップｓ１０６に、選局が失敗すればステップｓ１
０７に進む。選局が失敗する場合、このチャンネルのデジタル放送用のアンテナに接続さ
れていないか、放送事故などのなんらかの受信障害があると考えられる。
【００２５】
　ステップｓ１０６で、ＴＯＴセクションの取得を行う。制御部２０は、選局したチャン
ネルの放送信号のトランスポートストリームに含まれるＴＯＴセクションをデマルチプレ
クサ４に抽出させる。ＴＯＴセクションが得られた場合はステップｓ１０７に進み、得ら
れなかった場合はステップｓ１０８に進む。
【００２６】
　ステップｓ１０７では、タイマの現在時刻の設定を行う。制御部２０は、得られた時間
情報に基づいてタイマ１６に現在時刻を設定し、ＡＣ電源オンによる起動処理を終了する
。デジタル放送受信機は、この後スタンバイ状態に移行する。
【００２７】
　ステップｓ１０８では、他のデジタル放送があるかどうかを判定する。例えば、地上デ
ジタル放送とＢＳ／ＣＳ放送の２つのデジタル放送を受信可能な本例において、ステップ
ｓ１０２やステップｓ１０３で得られた選局チャンネル情報が地上デジタル放送のもので
あったならば、ＢＳ／ＣＳ放送がある。他のデジタル放送があるならば、ステップｓ１０
９で、この他のデジタル放送の選局チャンネル情報を取得し、ステップｓ１０４に戻って
同様の手順を繰り返す。例えば、地上デジタル放送とＢＳ／ＣＳ放送の２つのデジタル放
送を受信可能な本例において、ステップｓ１０２とステップｓ１０３で取得した選局チャ
ンネル情報が別々のデジタル放送であった場合や、ステップｓ１０９で取得した選局チャ
ンネル情報で選局したチャンネルが受信できなかったり、ＴＯＴセクションを取得できな
かった場合の２回目のステップｓ１０８等で、他のデジタル放送がない場合、タイマの現
在時刻設定を行わず、ＡＣ電源ＯＮによる起動処理を終了する。この場合、電源スイッチ
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、デジタル放送が受信できない状態にあることを示すメッセージ等を表示部１２等に表示
してもよい。
【００２８】
　以上説明したように、本発明のデジタル放送受信機によれば、ＡＣ電源オンによる起動
処理時、受信可能である可能性が高いと思われる、予約されているデジタル放送のチャン
ネル、又は、直前に選局されたデジタル放送のチャンネルを選局することにより、確実に
ＴＯＴセクションを取得し、タイマを現在時刻に設定することができる。
【００２９】
　上記実施の形態では、ステップｓ１０２において予約されたデジタル放送の選局チャン
ネル情報を取得し、ステップｓ１０３において直前に選局されたデジタル放送の選局チャ
ンネル情報を取得しているが、いずれか一方だけを行うようにしても、本発明の効果が得
られる。
【００３０】
　上記実施の形態では、本発明のデジタル放送受信機をテレビジョン受像機として実施し
た場合について説明したが、本発明は、デジタル放送を受信可能で、録画予約等の予約機
能を有するどのような装置にも適用可能であり、例えば、ビデオテープレコーダ、ＤＶＤ
レコーダ、ハードディスクレコーダ、ハイブリッドレコーダ等としても同様に実施可能で
ある。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　本発明は、デジタル放送受信機に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の放送受信装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】（ａ）～（ｄ）は本発明のデジタル放送受信機における起動処理を説明する概念
図である。
【図３】本発明のデジタル放送受信機の起動処理におけるタイマの現在時刻設定の手順を
説明するフローチャートである。
【図４】予約管理テーブルの一例を示す表である。
【図５】選局チャンネル情報管理テーブルの一例を示す表である。
【符号の説明】
【００３３】
２　チューナー部
４　デマルチプレクサ
６　映像・音声デコード部
８　ＥＰＧ構成部
１０　画面合成部
１２　表示部
１４　音声出力部
１６　タイマ
１８　リモコン受光部
２０　制御部
２２　メモリ
２４　番組記憶部
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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